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論 文 の 内 容 の 要 旨

提出された論文は､上αCわあαC肋∫gα∫詑rf株の中から抗変異原性と抗菌性に優れた株

を選別し､その変異原性物質に対する菌体の結合機構と産生バクテリオシンの性質を明か

にしたものである｡学位論文は､第1章 エ.gα∫毘rfのアミノ酸加熱分解物に対する抗変

異原性､第2章 エ･卵∫∫erf菌体によるアミノ酸加熱分解物に対する桔抗的結合､第3章

L･gaSSeri菌体における結合部位､第4章 L.gasseriの生産するgaserocinの分離と

精製､第5章エ.g郎∫erfのラット腸管内での癌原物質精製の抑制効果 の五つの章から

成っており､得られた成果は次のように要約される｡

先ず始めに､28株のエ.gα∫∫erfの中より食物由来の変異原物質に対して高い抗変異原

性を有する株を選定し､L.gasseriSBTO274,SBT1703,SBTlO239ならびにSBT

lO241の4株を選別した0これら4株はいずれもTrp-PIのみならずTrp-P2,IQ,MeIQ,

GluTPlに対しても高い結合能を有していることが判明した｡中でもTrp-Plに対する結

合力が強く､それぞれの菌体2mgをTrp-PlとpH7.0で30分結合反応を行なわせると

､高い値(88～90%)でTrp-Plを結合させることが認められた｡同時にTrp-Plとの結合に
よって､変異原性が大きく失われることも明らかとなった｡細胞画分としての細胞壁､ペ

プチドグリカン､サイプラスミンがTrp-Plに対し優れた結合能を有していることも判明

し､かつ細胞壁多糖類中のグルコース部位がリセブターとしての役割を果たしていること

を明確にした｡

さらに､アミノ酸過熱分解物を各種組み合わせた混合物のエ.g那∫eri菌体に対する結

合性についても調べた｡その結果､Trp-Pl,Trp-P2およびIQを組み合わせた場合にお

いても上記4株の菌株は瞬時にそれらと結合することが認められた｡しかし､いずれの菌

-18-



株ともTrp-Plに対する結合性が強いものの結合相手となる変異原性物質に対して選択性

があることがわかった｡

また､上.卵∫毘rf細胞と変異原性物質との結合機構について検討した結果､細胞に対し

酵素処理や化学処理を行なっても本来の結合能はあまり変わらないことが認められた｡し

かし､過ヨウ素ナトリウムやTCA処理により結合能が低下することが認められ､コンカ

ナバリンAも結合能を低下させることが明らかとなった｡個々の細胞壁画分の結合能を調

べることにより､変異原物質との結合に対し細胞壁多糖類中のグルコース部位がリセブタ

ーとしての役割を果たしていることが明らかになった｡
次に､本研究では供試の4株のエ.gα∫∫erfがバクテリオシンを生産することが明らかと

なった｡中でもエ.gα∫∫erfSBTlO239が生産するバクテリオシンは､上.血eriα

椚∂〃OCγJogg〃g∫,ββC沼〟∫∫〟如iJれβαC∫JJ〟∫Cere〟ちg〃JeroムβCJgrαgr∂ge乃e∫などのグ

ラム陽性､それに∫αJ刑0乃eJ′αfγタカfm〟ri以椚,g∫Cかfc力fαCOJf,ヂ∫e〟舶用0胴∫

β以Ore∫Cg乃∫などのグラム陰性菌に対し優れた抗菌力を有していることを明らかにした｡

この菌はラクトースを含むMRS培地(pH6.5)で250Cで培養したときに最大の抗菌力

を示し､生産されたバクテリオシンをギヤセリシン(gassericinlO239)と命名した｡本

研究ではこのgassericinlO239の精製をも試み､精製物の性質についても調べた｡その結

果､gaSSericinlO239の抗菌性の発現は被検菌細胞壁に穴をあけ､リン酸イオンを細胞外

に排除させることにあることが判明した｡

エ.g那∫eriSBTlO239をラットに投与すると腸管内の大腸菌群を減少させる重要な働

きをしていることを明らかにした｡SBTlO239の投与によって腸管内のβ一グルコニダー

ゼやβ一グルコシダーゼのレベルが低減することも同時に明らかにした(P<0.01)｡こ

のことからこの珠は癌発生の抑制の上からも重要な株であると判断される｡

本研究でエ.gα∫∫eriについて得られた多くの知見は学術的にも高く評価でき､優れたプ

ロパイオテイクスとしての乳酸菌を見い出したことは､高機能性発酵乳の開発の面からも

大いに注目される｡

審 査 結 果 の 要 旨

平成12年1月26日､信州大学農学部において審査委員全員出席のもとに公

開発表会が開かれ､約30分間にわたる口頭発表と､約30分間の質疑応答が行

われた｡

乳酸菌や発酵乳は抗変異原性や抗癌性などの保健効果に優れ､かつ種々の

抗菌物質を生産することが知られているが､一つの株が全部それらを優れて

兼ね備えるているケースは稀である｡本研究はこれらの効果に優れた菌種を

見い出すことを目的として開始された｡その結果､エ.gassed株の中から

SBTO274,SBT1703,SBTlO239ならびにSBTlO241の4株が優れた株と

して選別された｡上記4株はいずれもTrp-Plのみならず廿p-P2,IQ,MeIQ,

Glu-Plに対しても高い結合能を有し､かつ細胞壁多糖類中のグルコース部位

がリセブターとしての役割を果たしていることを明確にした｡さらに､エ.

gassedSBTlO239株が多種のグラム陰性菌に対し優れた抗菌力を有するバ
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クテリオシンを生産することも明らかにした｡これらの成果は主要な関連の

国際誌に採択され､学術的に高く価値を有しているものとして評価される｡

各審査委員からの質問にも的確に応えた｡審査委員会は本研究の成果が岐

阜大学大学院連合農学研究科の博士学位論文として十分の価値を有している

ことを全員一致で認めた｡
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